
サマリー

 事業環境認識、継続的な取り組み

• 主軸の金融・証券業界のIT投資意欲はコロナ禍においても旺盛

• 「開発・フロー型」から「利用型・ストック型」のビジネスモデルへの転換を推進

• 新ビジネス及び新領域への事業拡大を図り、規模・収益力の拡大により経営基盤を構築

2020年12月期

決算説明レポート

株式会社トレードワークス

 2021年12月期業績予想

• 売上⾼2,500百万円（前期⽐118.4％）、営業利益230百万円（前期⽐214.4％）を⾒込む

• コアビジネスに加え、新サービス及び新領域への事業展開を図る

• 株主還元は1株当たり10円の配当を予定

 2020年12月期概況

• 売上⾼2,110百万円、営業利益107百万円

• 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、開発プロジェクトのスピード鈍化及び新規案件

受託の遅れが生じ、期初計画に対して未達。

• 損益面では、案件の一時中断やスライドによる減収に伴う利益減などにより減益。

1. 2020年12月期 概況

2. 事業環境認識、継続的な取り組み

3. 2021年12月期 業績予想

4. 参考資料
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1. 2020年12月期概況

・始めに
2020年12月期 概況

・続きまして、

事業環境認識、継続的な取り組み

・最後に
2021年12月期 業績予想
について、ご説明いたします。

株式会社トレードワークス、浅⾒でございます。

・まずはじめに、この度の新型コロナウィルスに
罹患された方々、また感染拡大により様々な
影響を受けている方々に、お⾒舞い申し上げます。

・それでは、2020年12月期 決算の概況を
ご説明させていただきます。
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1. 2020年12月期概況

まず、2020年12月期 概況 について

ご説明させていただきます。

2020年12月期の業績サマリーにつきましては、

・売上⾼21億1,000万円、営業利益が１億700万円、
当期純利益が7,300万円となっております。

・当社におきましては、新型コロナウイルス感染症
の影響による開発プロジェクトのスピード鈍化
及び新規案件受託の遅れが生じ、売上⾼は
21億1,000万円、前事業年度⽐6.1%増となり、
期初計画に対して未達となりました。

・損益面につきましては、課題であったプロジェ
クトごとの収益性、人材獲得及び自社開発力の
強化は順調に推移しておりますが、案件の一時
中断やスライドによる減収に伴う利益減などに
より、減益となりました。



2020年12月期 決算説明レポート

4

1. 2020年12月期概況

売上⾼・営業利益（四半期推移）につきまして

・2020年度の売上は、2019年度同様に第４四半期
にリリースが集中しており、約8億円の売上とな
りました。

・営業利益面につきましては、前年度第４四半期に
対して微増となりました。

2020年12月期 業績ハイライトにつきましては

・新型コロナウイルスの影響で、
プロジェクトの一時中断及びリリース時期の変更
が生じましたが、一方ストック収入が堅調に続伸
した結果、売上⾼は、21億1,000万円、
前事業年度⽐ 6.1%増収となりました。

・損益面につきましては、案件の一時中断や
スライドによる減収に伴う利益減などにより、
減益となりました。
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1. 2020年12月期概況

成長戦略の進捗につきまして

・当社は、安定的な収益力向上を図るため、
「開発・フロー型」 から 「利用型・ストック型」
へのビジネスモデルの転換を行ってまいりました
が、これは順調に進展しております。

・また、新しいビジネスモデルへの取組も展開して
おり、新サービス・新領域へのスタートに向けて
現在取り組んでおります。

2020年12月期の重点施策の進捗でございますが、

・プロジェクト管理につきましては、テレワークを
含むニューノーマルに対応した働き方改革を実行
し、収益性改善に向けた取り組みは進捗いたして
おります。

・営業活動の強化につきましては、コロナ禍での対
面営業が難しく、オンラインミーティングによる
営業活動を中心に展開しておりますが、お客様側
での検討時間が長引くなど、新型コロナの影響を
受ける結果となりました。

・人材の育成につきましては、まずエンジニア獲
得は良好に推移しており、自社開発力UPに向け、
実行しております。

・ストック型ビジネスモデルへの転換のための戦略
的投資につきましては、先行投資部分は一巡し、
適切なコストへのモデル転換を進めております。

・新サービスへの取り組みは、着実に進行しており、
新たなビジネスへのスタートに向けて活動してま
いります。
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2020年12月期のトピックスでございます。

エイチ・エス証券株式会社様向け
「インターネット取引サービス」システム基盤を
2020年12月にリニューアルし、
システム拡張・運用を低コストで行える新構造を実
現しました。

藍澤證券株式会社様向け
「グローバル投資情報サービス」を、
2020年11月より、ASPサービスとして提供を開始
いたしております。

貸借対照表につきましては、

・総資産は前期末より5,900万円増加し、
18億700万円となりました。
売掛金の回収により、現預金が増加となりました。

・流動負債は前期末より1,100万円減少し、
2億600万円となりました。

・純資産は前期末より6,400万円増加し、
15億3,000万円となっております。

1. 2020年12月期概況
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2. 事業環境認識、継続的な取り組み

事業環境認識・継続的な取り組みについて、ご説明
させて頂きます。

当社の事業環境につきましては、

・フィンテックによる、金融業界新規参入の増加

・5G通信の商用サービス

・金融システムのセキュリティに関する事案の増加

・証券会社システム強化への機運の兆し

という状況であり、加えて、新型コロナウィルス
感染拡大状況においても、市場資金等の流入によ
り、金融取引市場は活況であり、当社の主軸であ
ります、金融・証券業界では、IT投資意欲が、コ
ロナ禍においても旺盛であると捉えております。
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2. 事業環境認識、継続的な取り組み

当社の成長戦略といたしましては、

・安定的な収益力向上を図るため、
「開発・フロー型」 から、サービスを提供する
「利用型・ストック型」 への、ビジネスモデル
転換は、引き続き推進してまいります。

・また、コアビジネスに加え、新ビジネス及び
新領域への事業領域拡大を図り、
規模・収益力の拡大に努め、経営基盤の構築を
図ってまいります。

2021年12月期の重点施策といたしましては、

●「成長戦略の更なる推進」
・ビジネスモデル転換の推進を強化
・データセンターなど戦略投資の継続
・主軸事業の深耕、領域の拡大
・新領域への進出、事業確立
・AI、IoT技術の利用や、フィンテックによる
新しいサービスの開発

・働き方改革、人手不足解消など生産性向上策
といった⾼需要領域進出

を目指しております。

●「収益性UPへの取り組みを強化」
・プロジェクトマネジメント力の更なる強化
・金融知識を有するエンジニア

営業製品は自社開発で行っておりますが、
・自社開発力を強化

・人材獲得、金融知識・技術教育の充実、強化
・顧客資産、技術情報連携体制の強化、確立

これらを中心に取り組んでまいります。
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3. 2021年12月期業績予想

2021年度 業績予想について、ご説明させて頂きま
す。

2021年度は

売上⾼25億円（前期⽐118.4％）、

営業利益2億3,000万円（前期⽐214.4％）、

当期純利益1億6000万円（前期⽐218.2％）を

計画いたしております。

今期は、コアビジネスに加え、新サービス及び

新領域への事業展開を図ることにより、

2021年度業績目標の達成に努めてまいります。
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3. 2021年12月期業績予想

2021年度12月期 株主還元につきましては、
配当金10円を予定しております。

以上、
2020年12月期決算のご説明とさせていただきます。

ご視聴ありがとうございました。
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4. 参考資料
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4. 参考資料


